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血球細胞による免疫応答、癌細胞の浸潤等に見られる方向性を持っ

た細胞運動は、Rho GTP アーゼをはじめとする様々な因子からなる複

雑な細胞内シグナル伝達によって制御されています。細胞の中のタン

パク質群が時間的にも空間的にも厳密に制御されたこのシグナルを理

解するためには、タンパク質群の活性や局在を直に可視化、あるいは

調節するといった実験手法が不可欠であると考えられています。 

 この度ご講演いただきました井上先生は低分子化合物の特性と蛍光

顕微鏡の技術を利用し、特定のタンパク質を一つの生きた細胞内で、局

所的かつ瞬間的に活性化する事に成功しました。その結果、Rho GTP

アーゼを活性化した場所から細胞が運動する様子や、タンパク質の局

在化と細胞の形態変化の間の時間的な差異といった、これまで間接的

な示唆にとどまっていた事柄を直接的に証明する事が可能になり、大変

興味深い発表でありました。 

 私が特に感動したのは、先生が分子・細胞生物学的な手法だけでな

く、有機化学的な化合物の合成やコンピューター解析など様々な分野

の手法を惜しみなくつぎ込み、問題点を解き明かしていくそのアプロー

チの姿勢です。先生ご自身の幅広いバックグラウンドはもちろんです

が、問題点を解決するための着想と、すぐに実行に移すそのフットワー

クが素晴らしい研究成果を生むのだと感じ、私自身大いに見習いたいと

強く思いました。 

     永井 友朗 （情報伝達分子解析分野・大学院生）        
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SSyynntthheettiicc  cceellll  BBiioollooggyy とといいうう観観点点はは初初めめてて知知りりままししたたがが、、普普段段

考考ええてていいるる臨臨床床的的なな視視点点ととはは別別にに、、細細胞胞生生物物学学的的アアププロローーチチのの

最最先先端端をを知知るるここととががでできき、、改改めめてて知知識識をを確確認認ででききるる貴貴重重なな機機会会

ででししたた。。デディィススカカッッシショョンンがが充充実実ししてておおりり、、大大変変勉勉強強ににななりりままししたた。。  

  iinniittiiaall  rreessppoonnssee  ttiimmee  でではは、、濃濃度度勾勾配配、、絶絶対対濃濃度度ととももにに ggrraaddiieenntt

にに対対しし、、sseeccoonndd  rreessppoonnssee  ttiimmee でではは濃濃度度勾勾配配はは相相関関ななくく、、絶絶対対

濃濃度度はは負負のの相相関関ががああっったたとといいうう結結果果がが興興味味深深かかっったた。。普普段段、、採採

血血デデーータタでで細細菌菌感感染染のの指指標標ととししてて馴馴染染みみののああるる好好中中球球ががどどののよよ

ううにに極極性性化化をを持持ちち、、遊遊走走すするるかか、、実実際際画画像像でで見見るるここととががででききてておお

ももししろろかかっったた。。  

  生生細細胞胞中中でで、、目目的的蛋蛋白白質質をを細細胞胞内内のの局局所所にに集集積積ささせせるる技技術術

にに関関ししてて御御講講演演頂頂いいたた。。ここれれままでで私私ははここののよよううなな技技術術をを知知ららななかか

っったたたためめ、、大大変変興興味味深深くく感感じじ、、今今後後、、多多くくのの遺遺伝伝子子にに関関ししてて、、ここ

のの技技術術にによよるる解解析析をを進進めめるるここととでで、、局局所所的的ななシシググナナルル伝伝達達をを明明

ららかかににすするる知知見見がが多多くく得得らられれるるとと思思っったた。。  

大学院生の感想


